
【範教錬士会　資料】

平成26年度事業報告
　　　○第１回範教錬士会講習会

日　　時　 ９月7日　（日）9：00～16：００

場　　所　 安宅住吉神社至誠館弓道場

講師 石川県弓道連盟会長　水橋美喜夫　教士七段

範教錬士会会長　　　　木下　鋼典　教士七段

参加者 鍊五６名、鍊六８名、教六５名、教七５名　（講師含む）　　

内容 基本体の徹底　　グループディスカッション

日程 午前　①基本体の徹底　　審査一次、持ち的、一つ的錬士が実技、教士が指導

　　　　②級位講習会について打合せ

午後　①弓道教本　第一巻用語の読み　

②グループディスカッション

　　・指導者の役割

　　・学校指導者への指導について

　　・指導者の心構えについて

　　・弓道の国際普及の在り方について

③相互研修　　基本体、射技の研修

　　　○第２回範教錬士会報告

日　　時　 １２月１３日（土）、１４日（日）

場　　所　 小松市弓道場

講　　師 範士八段　近藤　峯英　先生（愛知県）

参加者数 １３日（土）　２０名　　鍊五４名、鍊六６名、教六６名、教七４名　　　

１４日（日）　１８名　　鍊五４名、鍊六５名、教六５名、教七４名　　　

日　　程 １日目

午前 矢渡　

射手　近藤　峯英先生

介添について

受講生一手行射（審査の間合い）

一手行射の講評及び基本体の指導（立ち方、すわり方、開き足、歩き方など）

午後 講師模範射

射礼研修　（全員１つ的射礼）　

講師講評等

射技指導　　

１６：３０に終了

日　　程 ２日目

午前 巻藁射礼（介添あり）

射手　近藤　峯英先生

射礼研修　１つ的射礼　立射礼（教士七段４名）

午後 射技指導　　

１５：００に終了

　　　○平成２６年度総括

第１回 中央研修会の資料をもとに、指導者の役割や心構えについてディスカッションす

ることができ意義ある研修になったと思われる。

第２回 近藤先生から、射礼研修、射技指導を通して、１人１人に対してできていないこと

を丁寧にご指導頂き、参加者はすごく勉強になったと思われる。

平成２７年度事業計画
9月6日（日） 小松市弓道場：地元講師による相互研修

11月28～29日 小松市弓道場　　範士招聘　による講習会

範　　　　　　教　　　　　錬　　　　　士　　　　会　


